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進行性前立腺癌に対する新しい治療法として遺伝子治療が注目

されている。本研究では腫瘍特異的増殖型アデノウイルスとキャリ

アー細胞を併用した、新しいドラッグデリバリーシステムを検討し

た。増殖型アデノウイルスベクターAdE4PSESE1aを本研究に用いた。

AdE4PSESE1aはＥ１ａおよびＥ４遺伝子がＰＳＥＳプロモーターに

よって厳密に制御され、前立腺癌特異的に増殖する。ＰＳＥＳプロ

モーターは、ＰＳＡおよびＰＳＭＡのエンハンサー部を含んだプロ

モーターで各種内分泌療法抵抗性前立腺癌細胞での高プロモータ

ー活性が確認されている。最初にヒト前立腺癌細胞、ＣＷ２２での

AdE4PSESE1aの特異的増殖および細胞毒性をIn Vitroで確認した。

次にヌードマウス皮下に作成したＣＷ２２腫瘍をAdE4PSESE1a単独

またはキャリアー細胞と併用して、抗腫瘍効果を検討したけ。結果、

キャリアー細胞併用群により高い抗腫瘍効果を認めた。本研究では

キャリアー細胞システムによる抗腫瘍効果の増強を確認した。今後、

治療メカニズムなどを解明するためさらなる研究が必要と考えら

れた。  


